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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

光反応に適したマイクロフローデバイスを設計・構築し、微細時空間分布制御に基づいて、有機光

反応により生成する各種光反応活性種の観測及びそれらの反応性の評価を行うことを目的に、まず、

不斉[2+2]光付加環化反応を行うための光学活性メントール補助基と基質となるシクロへキセノンカ

ルボン酸を、市販の光学活性プレゴン及びからシクロへキサンンカルボン酸からそれぞれ簡便に合成

した。一方で、シリコン集積回路技術によりオンチップ分光光度センサ及び偏光分析CMOSイメージセ

ンサを設計・試作した。合成したメントール補助基及び反応基質を用いて、分光光度センサ及び偏光

分析CMOSイメージセンサによる計測システムを完成させ、マイクロフローリアクター統合用不斉分析

デバイスを試作し、メントール、スクロースでの機能を実証した。また、マイクロリアクターを用い

て、メントール補助基を有するシクロへキセノンカルボン酸エステルとシクロペンテンとの不斉

[2+2]光反応の反応効率及び不斉選択性について調べ、効率及び選択性が、バッチ型光反応に比較し

て、向上することを見出した。さらに、Ｘ線結晶構造解析を用いて生成物の絶対立体構造を明らかに

し、基本となる不斉光反応の選択性発現機構を解明した。同時に、反応基質の円二色性吸収スペクト

ルと生成物の不斉選択性に極めて高い相関性があることを見出し、円二色性吸収スペクトルによる不

斉選択性の予測が可能であること提案した。 
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〔雑誌論文〕 計（ ３ ）件  うち査読付論文 計（ ３ ）件 

著 者 名 論  文  標  題 
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Chem. Eur. J 有 16 2 0 １ 0 －（印刷中） 
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